
犬
正
閉
鎖
六
月
二
十

-a第
三
種
田
健
物
耳
可
(
毎
月
二
回

-a噌
竹
}

干 す 吾 妻 同 ー 一月 _s吾E 一二十・需日距召

新

0811 

読

年

韓

筆

輔

載

地
方
管
業
税
の
課
税
標
準
・
'
;
・
・
:
:
:
訟
単
一
博
士
神
戸
正
雄

固
定
資
本
論
の
一
節

土
地
所
有
の
集
中
と
分
散

-
Z千
博
士
高
田
保
馬

約
済
恥
博
士
八
木
芳
之
助

六
都
市
時
代
心
出
現
と
肘
慌
の
考
察

3
2・r
中
川
典
之
助

経
営
協
議
合
制
度
む
成
立

北
支
日
系
通
貨
に
就
て

ア
メ
リ
カ
経
済
の
登
蓮
と
通
貨
論
争

統
計
・
統
計
調
査
・
統
計
教
育

貿
易
と
生
産
・
消
費
と
の
闘
係
:

新
聞
民
主
義
と
闘
民
共
同
髄

前
神

mh
士

大

塀

竺
主
主
松
岡
孝
児

子
宮
中
土
堀
江
保
蔵

前
披
露
士
埼
川
虎
一

富
喜
士
谷
口
吉
彦

喜
朗
十
博
士
石
川
興

金
融
の
動
き
と
銀
行
勘
定
の
増
減
・

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題

襲
撃
博
士
小
島
昌
太
郎 夏日



土
地
所
右
の
集
中
と
分
散

第
四
十
四
巻

四

第

競

四

土
地
所
有
の

集

中
、降、、、，

分

散

A 

木

芳

之

助

ミ主ご
fIλI 
i告i

認ii
il'i 

Yj~ 

民

-
d
i
「

}
l
:
1
2
1一

:
L
1
3
;、、

J

、

1
唱
a

片
手
日
十
v

沼
町
足
但
じ
イ
エ
分
rh
ヲ

ι
f

:

』

i
z
d
L
:
f
L
L
F
s
t
m

r
1
1
M
H
日
刊
援
に
止
t
山
号
紅
型
地
口
会
じ
て

自
由
に
寅
賀
さ
れ
る
商
品
と
化
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

一
聞
に
於
て
は
土
地
所
有
が
少
数
者
の
手
中
に
調
占
さ
れ
る
に
去
る
、

土
地
所
有
の
集
中
現
象
を
見
る
と
共
に
、
他
面
に
於
て
は
土
地
所
有
が
多
数
者
の
手
中
に
分
割
さ
れ
る
に
至
る
、

土
地
所
有
の
分
散

現
象
を
見
る
の
で
あ
る
。
と
の
小
論
に
於
て
は
、
統
計
資
料
の
存
す
る
明
治
問
十
一
年
以
来
、
我
関
の
耕
地
所
有
に
闘
し
・
そ
の
集

中
と
分
散
と
の
こ
現
象
が
如
何
に
現
れ
て
ゐ
る
か
を
少
し
く
賓
詮
的
に
研
筑
し
よ
ろ
と
忠
ふ
。

こ
の
研
究
に
際
し
、

第
一
に
遁
渇
す
る
困
難
は
、

既
存
の
不
完
備
な
る
農
事
統
計
を
如
何
に
利
附
す
れ
ば
、

そ
れ
よ
り
誤
左
き

結
論
を
導
出
し
得
る
か
で
る
る
。
農
商
務
省
時
代
の
「
農
事
統
計
し
に
し
て
も
、
ま
た
農
林
省
の
「
農
事
統
計
表
」
に
し
て
も
・
耕

地
所
有
庚
狭
別
に
よ
る
耕
地
所
有
戸
数
は
示
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
各
階
級
(
耕
地
所
有
蔚
狭
別
り
)
の
所
有
す
る
耕
地
面
積
が
輿
へ
ら
れ
て

ゐ
な
い
。
ま
た
自
作
及
び
小
作
別
耕
地
面
積
や
耕
作
耕
地
積
狭
別
農
家
戸
数
は
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
自
作
、
小
作
及
び
自
作
品
枇
小
作

に
大
別
し
た
耕
作
耕
地
問
穣
庚
狭
別
戸
数
、
祉
に
自
作
及
び
自
作
品
北
小
作
に
大
別
し
た
耕
地
所
有
面
積
賢
狭
別
戸
数
が
表
示
さ
れ
て

ゐ
左
い
。
従
っ
て
現
在
の
統
計
資
料
か
ら
本
研
究
の
結
論
に
遣
す
る
た
め
に
は
、
非
常
た
迂
路
を
辿
ら
・
怠
け
れ
ば
た
ら
な
い
こ
と
L



た
る第

二
に
我
凶
の
内
地
に
於
て
も
、
府
間
柿
と
北
梅
道
故
に
沖
縄
問
刷
と
で
は
、
農
業
経
営
や
土
地
八
刀
配
秋
態
を
大
い
に
異
に
し
て
ゐ
る

か
ら
、
本
研
究
に
於
て
は
北
海
道
と
沖
縄
問
柿
と
を
除
外
し
て
考
山
丹
市
を
進
め
る
こ
と
L
し
た
。
荒
し
一
周
内
部
に
於
て
も
、

地
方
に
よ

り
土
地
所
有
の
資
本
主
義
化
の
程
度
や
農
業
の
商
品
生
産
化
の
税
皮
を
著
し
く
異
に
す
る
場
合
に
於
て
は
、
同
一
期
聞
に
於
て
も
、

或
る
地
方
に
於
て
は
主
と
し
て
よ
上
地
所
有
の
集
中
、
他
の
地
方
に
於
て
は
主
と
し
て
J
地
所
有
の
分
散
過
程
を
一
不
す
こ
と
が
あ
り
得

る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
に
同
一
一
地
方
に
於
て
も
、
或
る
年
代
に
於
て
は
主
E

と
し
て
土
地
所
有
の
集
中
を
一
示
し
、
ま
た
他
の
年
代
に
於
て
は
主
冒
ど
し
て

上
地
川
有
の
A
A
放
を
示
ず
と
と
も
あ
り
勺
る
。

江
亡

h
ト
い
し
也
珂
い
円
汗
う
是
存
戸
川
ン
H
V
亡
住
I
「
る
士
寸
恥
L
，、♂治j
り

F

;
I
l
ノ

j
1
二

61司

r
r
旬ロメ，

13fパ4自r
t、i

丸

tユ〆
fイ凶

d
E
イ
l

;

l

ノJ

.，--

ら
の
七
地
所
有
者
同
よ
り
小
友
る
土
地
川
布
者
と
し
て
凶
現
有
す
る
た
め
、
他
方
彼
等
の
止
へ
ひ
た
る
土
地
所
ゐ
の
一
部
分
は
大
士
地
所

布
者
の
手
中
に
併
合
さ
れ
、

一
部
分
は
小
農
民
の
機
餓
的
士
地
所
有
慾
を
支
す
こ
と
L
在
る
た
め
、

か
L
る
相
場
合
に
は
土
地
所
有
の

集
中
過
程
と
分
散
過
程
と
が
矛
盾
左
〈
同
時
に
並
存
し
得
る
こ
と
t
L

友
る
。

従
っ
て
本
研
究
に
於
て
は
、
土
地
所
有
の
移
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
農
産
物
債
格
‘
特
に
米
償
、
殺
偵
及
び
繭
筒
、

一
般
物
倒

小
作
品
ず
議
等
を
参
酌
し
て
、
明
治
四
十
一
年
よ
り
た
正
二
年
に
至
る
五
ヶ
年
を
第
一
期
と
し
、
大
正
二
年
よ
り
同
五
年
に
五
る
三
ケ

年
を
第
二
期
左
し
、
大
正
五
年
よ
り
同
八
年
に
至
る
三
ヶ
年
を
第
三
期
と
し
、
大
正
八
年
よ
り
昭
和
三
年
に
至
る
九
ヶ
年
を
第
四
期

と
し
、
昭
和
三
年
よ
り
同
九
年
に
去
る
六
ヶ
年
を
第
五
期
と
し
て
、
此
等
の
各
期
間
に
於
け
る
土
地
所
有
の
集
中
蛇
に
分
散
過
程
に

結
い
て
考
祭
を
進
め
よ
う
。

土
地
所
有
の
集
中
と
分
散

第
四
十
四
巻

互正

品
目

由主

3円:

東滞在治氏、耕地所有機四移動に闘す~)-_.-考察(帝国農合報、第'5巻、第'3競)
'9頁参照。 同氏、日本農業概論、 V'2頁J~下参照。
高岡熊雄氏、我が闘に於げる土地所有権の移動(噌補農政問題研究)40頁参照。
明治十年代の本書J~農業恐慌中に於ける二t 地所有。集中に就ν、ては、 東 ~I刊号一
氏、農業恐慌由来本経過(農業政策の諸問題)414貰以下参照。
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上
地
所
宿
の
集
巾
と
分
散

筑
間
十
四
巻

ム

ノ、

'1~ 

披

~
ノ、

、
、
、

先
づ
第
一
期
比
於
け
る
土
地
所
十
引
の
一
移
動
中
」
検
討
す
る
た
め
、
第
一
表
に
於
て
は
耕
地
面
積
、
自
作
地
小
作
地
別
耕
地
問
積
、
自

作
小
作
別
農
家
戸
数
及
び
不
耕
地
主
戸
数
の
増
減
を
示
し
、
第
一
一
表
に
於
て
は
耕
地
所
有
成
狭
別
耕
地
所
作
者
戸
数
の
榊
減
、
耕
地

川
ム
刊
和
什
崎
山
戸
数
に
制
す
る
耕
地
山
川
(
什
山
川
猟
川
各
林
地
一
州
わ
青
戸
数
の
百
分
比

こ
と

hrる。

1富

，~ 

ふ
十
一

H
V
L
目
1
る
引
引
曲
目
問
団

f
-
J
I
I
l
i
-
-
-

出
竹
地
，
中
竹
地
別
料
地
晶
根

h

叶
何
小
刊
同
川
出

γ

中
戸
期
沼
ひ
干
利
地
主
戸
州
都
円
相
対
川

司三明
治
四
二
年

四
三
年

四
四
年

四
五
年

大
正
二
年

五
ヶ
年
平
均

ヨた

R

L

l

J

 

(+) 

(

十

)

(

一

)(+) 
(+) 

相F
I也
PJi 

汗

一
戸
川
口
川
り
件
均
耕
地
所
有
両
硝
を
一
ボ
寸

I司自
f'r 

弓 弓毛毛勺 l，f
冨八会皐き豆戸 1 2;作
主主主~二三二JさLEELl==ニ三三-劃

一十一一+--戸不__ '-' raJ 
耕

地

ま君主主

条文

戸

数

戸

一七、四一口
七、口回-

二九、九回一

一豆、五白白

一三、一一同

一口、五一完

第
一
表
及
び
第
二
表
よ
り
し
て
、
第
一
期
に
於
け
る
土
地
所
有
集
中
過
程
の
進
行
を
看
取
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
邸
ち
共
の
根
嫁

耕

地

而

積

=

農

副

署

而

積

一

自

作

地

一

ト

作

地

一

ι一
令

阿

佐

白

乍

一

一
(
前
年
度
よ
一
(
同
上
)
一
(
同
上
)
一
(
阿

k
)
(
同

上

)

一

(

向

上

)

一

り

の

噌

減

)

一

一

士

一

一
一
一
九
、
回
-
E
(
+
)
一
回
、
十
)
↑
豆
、
↓
一
一
一
一
同
一
(
一

)
z
d晶一(十

)
J
b一(+)一一、一一一訂

六
、
六
六
主
(
一
)
五
、
+
)
一
二
、
一
豆
旦
一
(
十
)
皆
、
八
一
豆
一
(
一
)
ニ
一
、
六
七
二
(
+
)
一
、
七
人
主
(
+
)

菩
一
、
〔
)
一
一
六
一
(
+
)
国
七
、
+
)
圏
、
ニ
四
一
一
一
(
一
)
一
、
九
二
一
(
一
)
一
五
、
二
一
九
一
(
一
)
一
、
八
=
一
一
三
(
+
)

ニ
四
、
一
九
三
(
一
)
=
玉
、
+
)
一
一
、
一
己
己
一
(
+
)
一
一
弓
九
一
完
一
(
+
)
回
日
T
(
一
)
七
、
=
二
四
一
(
十
)

一
九
、
回
五
八
(
+
)
一
五
、
+
)
三
、
完
一
=
(
+
)
一
、
六
一
三
(
一
)
一
九
、
口
一
一
九
一
(
+
)
-
E
、
五
六
人
(
+
)

一八、室長一
(

I

T

)

昔
、
+
)
一
一
、
一
一
酉
盟
一
(
+
)
一
一
三
九
百
一
一
(
一
)
一
口
、
品
耳
穴
一
(
十
)
三
、
一
口
一
会
(
+
)

と
し
て
は
、
川
と
の
期
間
に
於
て
は
耕
地
両
積
は
毎
年
平
均
一
高
八
千
六
百
町
歩
づ
っ
増
加
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
や
、
耕
地
所
土
竹
者
戸

数
は
勾
年
平
均
約
一
高
戸
づ
っ
減
ゆ
し
て
ゐ
る
。

と
の
事
賞
は
よ
り
多
く
の
商
積
の
耕
地
が
よ
り
ゅ
友
き
人
々
の
千
巾
に
師
し
た
る

第一表以下の統計は農商務省 l位以統計」、農体省「伐事統計長」、 II~#1'ï統
計表」による。 {s_し北海遣と沖縄とを除〈。
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第

二

表

第
一
期
に
於
け
る
耕
地
所
有
瞭
狭
別
耕
地
所
有
者
戸
数
の
柑
減
、

挫
に
耕
地
所
有
者
総
戸
数
に
謝
す
る
耕
地
所
有
腐
狭
別
各
耕

地
所
有
者
向
教
の
百
分
比
(
括
侭
内
の
数
字
)

3宵

戸

• !.r-:. 

次

~q 

"1' 

ILj 

1司

'F 

四
五
年

大
豆

年

五
ヶ
年
平
均

ロ Cゴノ'. ;;;'ζ;;"'<: 

-品川ーヰ・一__.:10

一
・
円
八

一-又高

一・口実

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
現
に
耕
地
所
有
者
一
戸
首
り
平
均
耕
地
所
有
面
積
も
明
治
四
十
一
-
年
及
び
四
ト
コ
一
年
の

7
0六
九
川

歩
及
び
一
・

O
六
七
町
歩
か
ら
、
明
治
問

1
五
年
及
び
大
正
一
一
年
の
一

-
O
八
一
町
歩
及
び

7
0八
六
町
歩
へ
と
増
加
し
て
ゐ
る
。

ω耕
地
所
布
成
狭
別
耕
地
所
布
者
戸
数
の
増
減
に
つ
い
て
見
る
に
、
資
数
に
於
て
も
百
分
比
に
於
で
も
、

五
十
町
歩
以
上
の
豆
大
所
有
の
み
が
増
加
し
、
そ
の
他
の
戸
数
は
減
少
し
て
ゐ
る
。
更
に
不
耕
地
主
総
戸
数
は
毎
年
約
一
高
戸
づ
っ

五
反
未
満
の
過
小
所
有
と

土
地
所
有
の
集
巾
と
分
散

まt~

披

第
四
十
四
巻

七

七



土
地
所
有
の
集
中
と
分
般

第
四
十
四
答

tih 

量1E

，、、

11. 

減
少
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
や
、
五
十
町
歩
以
上
の
豆
大
地
主
の
み
が
毎
年
平
均
十
五
戸
づ
っ
増
加
し
て
ゐ
る
。
此
等
の
事
資
は
中
小
地

主
の
所
有
地
が
瓦
大
地
主
に
集
中
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
聞
こ
の
朗
聞
に
於
て
自
作
農
は
れ
昨
年
平
均
一
寓
九
百
戸
づ
っ

減
少
し
て
ゐ
る
に
反
し
、
小
作
農
と
自
作
品
攻
小
作
農
と
は
毎
年
夫
K

一
二
千
白
戸
及
び
一
高
一
千
四
百
戸
づ
っ
哨
加
し
て
居
り
、
ま
た

白
作
地
の
増
加
は
持
年
平
均
七
千
一
二
百
町
歩
に
過
ぎ
た
い
の
に
、
小
作
地
の
靖
加
は
一
高
一
千
一
二
百
町
歩
に
及
ん
で
ゐ
る
。
こ
の
事

資
よ
り
し
て
五
段
歩
未
満
の
過
小
川
布
の
増
加
は
、
従
来
小
作
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
若
干
の
土
地
を
購
入
し
て
自
作
品
現
小
作
に
向

上
し
た
市
中
山
ゼ
示
す
上
り
も
、

ば
叩
ら
従
来
の
白
作
践
が
浸
済
し
て
自
作
一
被
小
伊
と
な
っ
た
一
品
十
↑
戸
市
「
も
ο

?
あ
ら
う
。

-1tE 
"'コ
“ご

こE
'"【44、乙

Jと

湖
の
過
小
所
有
の
増
大
か
ら
、
直
に
七
地
所
有
の
分
散
を
結
論
す
る
を
得
一
な
い
。

山
ち
此
の
第
一
期
に
於
て
は
、
農
産
物
債
絡
は
一
般
物
慣
に
比
し
て
高
く
、
従
っ
て
農
去
が
比
較
的
有
利
で
あ
っ
た
か
ら
・
耕
地

両
債
を
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
叫
叫
に
米
慣
は
明
治
山
十
二
年
の
十
三
国
憂
か
ら
、
四
十
四
年
に
は
十
七
閥
、
同
十
五
年
に
は
二
十
国

大
正
二
年
に
は
二
十
一
国
豪
に
ま
で
k
E
1
し
、
た
め
に
地
主
階
級
の
土
地
所
有
慾
を
刺
戟
し
、

土
地
所
有
の
集
中
を
貸
し
た
る
も
の

で
あ
る
。

第
三
表
及
び
第
四
一
衣
よ
り
し
て
、
第
二
期
に
於
け
る
土
地
所
有
の
移
動
に
就
い
て
検
討
す
る
。

集
中
過
程
の
進
行
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
乙
の
根
憐
と
し
て
は
、
山
と
の
期
聞
に
於
で
は
、
第
一
期
に
比
し
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
の
期
聞
に
於
て
も
土
地
所
有
の

そ
の
蓮
度
が

よ
り
綬
漫
で
あ
る
と
は
云
へ
、
耕
地
耐
叫
慣
が
勾
年
平
均
約
瓦
千
町
歩
づ
っ
増
加
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
や
、
耕
地
所
布
者
戸
数
が
毎
年
平

こ
れ
は
よ
り
多
〈
の
商
積
の
耕
地
が
よ
り
少
数
者
の
手
中
に
腕
し
た
る
と
と
を
示
す

均
約
一
高
五
千
八
百
戸
づ
っ
減
少
し
て
ゐ
る
。

商工省「卸貰物傾統計表」の明治33年を基準とする全圏平均指数によれば、
穀類は明治4

'
平E夕、 44年 '40、大IE2年 I76なるに、衣料品は央々 "4、133

及V'I29であ H、翻昧及び晴好品はラ是々 I6I、I67及び '75であり、 肥料は央
々 113，123及び日4である。

4) 



も
の
で
あ
る
。
現
に
耕
地
所
有
者
一
戸
営
り
卒
均
所
有
面
積
も
、
大

E
三
年
の
一

-
O九
二
町
か
ら
、
同
五
年
の

一O
O町
K

増
加
し
で
ゐ
る
。

と
の
事
賓
は
土
地
所
有
の
集
中
を
示
す
も
の
で
あ
る
a

削
第
四
表
よ
り
、
此
の
期
聞
に
於
て
は
、
五
段
未
満
の
過

第
一
-
一
表

減 第
二
期
及
び
第
三
期
に
於
げ
る
排
地
両
積
、
自
作
地
小
作
地
別
耕
地
一
耐
積
、
自
作
小
作
別
農
家
戸
数
及
び
不
耕
地
主
戸
数
の
靖

一

一

耕

地

問

積

一

農

家

同

一

一

品

盤

f
l
i
-
-↓
I

l

-

-

一

l

1

「

斗

J
i

一

一

ヘ

市

F
t
t
一

自

作

地

一

小

作

地

一

農

家

漁

戸

数

一

E

M

い一

4

一

一

し

叶

W
T
糊

ぺ

一

(

同

上

)

二

同

十

二

(

同

上

二

(

同

上

)

一

(

同

一

一

可

一

司

一

町

二

戸

一

円

一

一

一
L

へ
町
一
一
一
年
二
一
)
口
一
(
斗
)
一
一
二
三
二
一
一
一
一
一
五
一
(
十
)
七
.
「
一
九
(
一
叩
巧
九
一
F

A

F

一

一

ド

一

、

λ
一
一
〈
よ
)
一
ぺ
B144
一
〈
一
〉
と
同
一
一
目
、
ご
，
晴
、
男
へ
「
土

一
一
』
畑
中
十
(
十
)
一
、
四
日
昌
一
(
二
五
、
九
=
一
立
(
土
一
一
一
、
回
実
一
一
(
+
)
一
一
、
主
(
一
)
一
一
二
、
雪
一
一
(
一
)

一
一
一
ヶ
年
平
均
一
(
十
)

E

、豆一一(一
)

E

、
呈
(
十
)
一
口
、
夫
一
一
一
(
+
)
呈
(
一
)
一
昔
、
奇
一
三
(
一
)

計
引
引
に
つ
引
計
つ
引
一
む
つ
引
引
伺
引

1

」刈
i
E
(

斗

F
E

一
七
平
二
+
)
二
五
、
玉
三
(
ム
)
ニ
ベ
一
主
(
十
)
ゴ
一
、
九
五
一
三
(
+
)
八
、
八
四
七
一
(
一
)
七
八
戸
(
+
)

一
八
年
一
(
+
)
一
一
一
正
午
、
八
六
回
一
(
+
)
一
六
、
九
七
九
一
(
+
)
六
、
八
八
五
二
(
+
)
二
、
同
占
主
(
+
)
豆
、
四
六
(
〕
一
(
一
)

一
一
一
一
ヶ
年
平
均
一
(
+
)
一
号
一
塁
(
+
)
三
一
』
(
土
一
三
一
」
(
+
)
圏
、
量
一
(
一
)
富
一
万
)

年

~火

敬

一

不

耕

地

主

一

下
一
ヨ
下

t
h下
-
一
戸
;
毅
一

汁
一
勺
付
』
当
メ
ゴ
ロ
(
同

k
)
一

1
、一

r

F

J

、一一

F

、弘一

J
a
A
白、

M
F
d
a
z
E
伊一

士川一
f

J

J

一主

't

一一f

一に

p
-
-
4
一

一
、
へ
五
九
一
「
ト
)
問
、
一
也
弘
一
一
(
+
)
去
、
七
口
一
一

一
、
歪
ニ
(
十
)
一
一
ぺ
合
一
二
一
(
一
」
ス
、
四
三

富
一
(
十
)
一
八
、
章
一
(
一
)
一
三
宮

七
、
四
一
石
一
(
一
)
九
六
七
一
(
一
)

一
七
、
天
王
(
一
)
七
、
主
主
(
土

庁
、
四
一
一
一
(
+
)
五
、
四
一
一
一
八
(
+
)

穴

J
5
0
一
(
一
)
一
、
一
容
主
(
+
)

'""三三 弓日， -二

三二一- cコ Eヨ

I~ム主主

ぃL
町』円、

ノ

F
3

一
町
以
上
三
町
未
満
の
小
川
有
、

五
十
町
以
上
の
豆
大
土
地
川
有
の
三
者
の
み
が
増
加
し
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
。

こ
の
五

十
町
以
上
の
巨
大
土
地
所
有
口
増
加
は
、

土
地
所
有
の
集
中
過
程
を
擦
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
同
併
し
五
段
未
満
の
過
小
土
地
所
有

並
に
一
町
以
上
三
町
未
満
の
小
土
地
所
有
の
増
加
よ
り
し
て
、

こ
の
期
聞
に
於
け
る
土
地
所
有
の
分
散
過
程
の
進
行
を
結
論
す
る
を

得
な
い
。
蓋
し
第
三
表
よ
り
し
て
、

こ
の
期
聞
に
於
て
、
自
作
地
は
毎
年
平
均
五
千
四
百
川
歩
づ
っ
、
自
作
農
は
一
高
七
千
六
百
戸

土
地
所
有
の
集
中
と
分
散

第
四
十
四
巻

;fL 

第

続

えd
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土
地
所
有
の
集
中
と
分
散

第
四
十
四
巻

第

軍主

u.8 
O 

四

O 

第
二
期
及
び
第
三
期
に
於
け
る
耕
地
所
有
康
狭
別
耕
地
所
有
者
戸
数
の
帯
減
、

炭
狭
別
各
耕
地
所
有
者
戸
数
の
百
分
比
(
括
狐
内
の
数
字
)

此
に
耕
地
所
有
者
総
戸
数
に
劃
す
る
耕
地
所
有

-
-

. -一一
一一

」ー孟ー・l宜

づ
っ
減
少
し
て
ゐ
る
に
反
し
、
自
作
品
現
小
作
は
一
高
八
千
七
百
戸
づ
っ
増
加
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
従
っ
て
五
位
未
満
の
過
小
土
地

所

右一

者

戸

~I~ 

次

メL
E 

ノ、
λ￥f .， .. 

七
年

ハ、
年

一
ヶ
年
一
寸
均

則
わ
の
増
加
は
、

従
来
の
自
作
裂
が
波
落
し
て
、

自
作
錠
小
作
と
な
っ
た
と
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
.
従
来
の
小
作
人
が
若
干
の
土



地
を
燐
入
し
て
自
作
品
双
小
作
人
と
た
る
と
と
に
よ
っ
て
、

土
地
所
有
の
分
散
を
粛
し
た
と
は
解
し
符
た
い
。

ま
た
一
町
以
上
三
町
歩

未
満
の
小
土
地
所
有
の
榊
加
も
、
中
地
主
の
所
有
地
の
一
部
喪
失
に
よ
っ
て
、
賛
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

乙
の
第
二
期
に
於
て
は
、
農
産
物
慣
格

ω
下
訴
が
一
般
物
偵
に
比
し
て
持
一
だ
し
〈
、
従
っ
て
農
業
が
比
較
的
不
利
な
時
代
で
る
っ

た
か
ら
、
耕
地
同
伎
及
び
農
家
戸
数
の
増
加
も
山
恨
め
て
綬
様
で
あ
っ
た
。
殊
に
米
的
は
大
医
二
年
の
二
十
一
凶
事
か
ら
、
一
一
一
年
ー
に
は

十
七
園
裏
、

四
年
及
び
五
年
に
は
十
二
、

三
同
左
前
に
も
激
落
し
た
か
ら
、
中
小
地
ト
k

や
自
作
農
の
一
川
町
広
を
楽
し
、
そ
の
所
有
地
が
資

力
の
大
な
る
百
ι
へ
地
ド
一
に
佐
木
抗
さ
れ
る
に
交
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

，
己
、
司
己
〈
百
一
一
J

民
党
、
よ
滞
日
-
え
に
)
♂
士
、
吉
三
月
ご

'
E
F
t
-
U
J
p
t
h
〉
与

b
f
一
宅
三
一
九
市
汗
ず

y
i
t
〉
羽
日
〉
b
J
I

-

t

t

d

一二

;
(
f
Hト

1
3
t
l
1
1
4
d

一日

l

k

o

t

J

h
ぺに凡
4
4
0
下

1
t川
1
1
e
h、
一
イ
!
一
4

・H
d
i
J
日比
H
d
u

片

1rι

、
)
、
、
、
‘
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
.
、
J

に
、
一
ご
U
K
M
て
上
刷
所
長
山
集
中

E
官
H

よ
パ
る
L
し
北
川

κ
他
十
心
に
肌
が
て
域
分

I
地
川
什
山
七
分
一
討
を
も
市
川

L
…
氏
、
」
乙
で
あ
る
c

一一

(

(

 

、
司
、
、
如
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

更
に
土
地
の
所
布
集
巾
は
一
習
に
日
大
地
主
に
於
て
の
み
友
ら
や
、
中
及
び
六
地
主
(
五
町
以
上
五
十
町
未
満
)
に
於
て
も
行
は
れ
た
。
此

等
の
事
賓
の
根
崎
慨
は
、
川
こ
の
期
間
に
於
て
、
耕
地
図
積
は
毎
年
平
均
約
二
寓
六
千
町
歩
づ
っ
増
加
し
て
ゐ
る
が
、
耕
地
所
有
者
も

ま
た
毎
年
平
均
三
一
千
四
百
戸
づ
っ
増
加
し
て
ゐ
る
。

こ
の
事
は
よ
り
多
く
の
面
積
の
一
耕
地
が
よ
り
多
数
者
の
手
中

K
蹄
し
た
と
と
を

一
不
す
も
の
で
、
軍
に
こ
の
事
貨
の
み
よ
り
は
、
土
地
所
有
の
集
巾
を
も
ま
た
分
伎
を
も
読
明
ず
る
を
得
な
い
@
併
し
耕
地
所
布
者
一

戸
賞
り
卒
均
耕
地
面
積
が
大
正
六
年
の

:
、
五
f

コ

-
ノ
主

'hv

一
五
町
へ
と
幾
分
増
加
し

一
町
か
ら
、
七
年
の
一
・

I~T 

て
ゐ
る
と
と
か
ら
、

土
地
所
布
の
集
中
が
資
さ
れ
た
と
と
は
明
で
あ
る
。
叫
こ
の
期
間
に
於
て
は
五
段
未
満
の
過
小
土
地
所
有
、

町
以
上
三
町
・
米
満
の
小
土
地
所
有
、

五
町
以
上
十
町
末
湖
、
十
町
以
上
五
十
町
未
満
及
び
五
十
間
以
上
の
中
地
主
、
上
へ
地
主
及
び

E

大
地
主
の
戸
数
が
夫
々
増
加
し
て
ゐ
る
。

こ
の
一
中
地
主
、
大
地

E
及
、
ひ
瓦
大
地
主
の
附
加
は
、
土
地
所
有
の
集
中
を
意
味
す
ろ
も
の
で

土
地
所
有
の
集
中
と
分
散

部
四
十
四
山
官

筑

波

ILLf 

匹1

この期聞の物f目指数によれば穀類は大正二年 176、三年 '42、凶年 120、五年
126なるに、衣料品は夫々 129、I旬、 III ノ止ぴ '52 であり、調味及v'晴好品
は夫々 175、171" 165及び 174であり、 l肥料は 124、 112，101及び "5であ
る(脚註 4参照)。
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土
地
所
有
の
集
小
と
分
散

第
四
十
四
巻

f再

就

四

凶

あ
る
。
た
Y

と
の
巾
及
び
大
地
主
戸
数
の
増
加
は
、
第
一
期
及
び
第
二
期
と
異
た
る
現
象
で
る
る
。
聞
こ
の
期
聞
に
於
け
る
五
段
来

満
の
過
小
土
地
所
作
の
増
加
(
毎
年
平
均
四
千
九
百
戸
)
と
一
町
以
上
三
町
未
満
の
小
土
地
所
有
の
増
加
(
毎
年
平
均
二
千
戸
)
と
は
何
を
意

味
す
る
で
あ
ら
う
か
。
第
三
表
に
示
す
如
く
、

こ
の
期
聞
に
於
け
る
自
作
農
戸
数
減
退
の
比
較
的
少
き
こ
と
(
毎
年
平
均
六
百
戸
)
、
白

作
品
札
小
作
農
戸
数
の
減
少
の
比
較
的
多
き
こ
と
(
毎
年
平
均
一
千
百
戸
)
よ
り
し
て
、
第
一
期
及
び
第
二
期
の
如
く
、

五
段
未
満
の
過
小

土
地
所
布
の
増
加
を
以
て
、
従
来
の
白
作
農
が
波
4

み
し
て
自
作
粂
小
作
農
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
推
論
す
る
を
砕
友
い
。
併
し
第

間
表
よ
り
す
れ
ば
.
五
段
以

t
一
川
小
山
市
湖
の
耕
地
所
有
血
性
戸
数
が
平
均
行
年
約
問
一
一
戸
づ
っ
川
少
し
て
ゐ
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
従
来
の

自
作
粂
小
作
農
が
一
居
小
作
農
に
近
い
自
作
粂
小
作
農
に
樽
廿
冷
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

さ
れ
ば
五
段
未
満
の
過
小
農
の
増
加
か
ら
、

十
位
に
土
地
所
有
の
分
散
を
主
張
す
る
を
件
泣
い
。
川
間
最
後
に
一
町
以
上
三
町
未
満
の
小
土
地
所
有
の
増
加
は
、
之
を
如
何
に
解
緯
寸

べ
き
で
あ
る
か
。
第
三
表
よ
り
知
り
得
る
如
く
、

こ
の
期
聞
に
於
て
は
自
作
農
戸
数
が
減
少
し
て
ゐ
る
か
ら
、
自
作
農
の
増
加
と
し

て
之
を
↓
お
明
ず
る
を
得
な
い
。
第
一
期
及
び
第
二
期
に
反
し
、

ζ

の
期
間
に
於
て
は
、
不
耕
品
川
主
戸
数
が
毎
年
約
五
千
戸
づ
っ
掛
け
加

し
て
ゐ
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
常
時
の
米
償
高
に
刺
戟
さ
れ
て
、
農
村
の
米
穀
商
や
肥
料
商

そ
の
他
農
業
者
以
外
の
人
身
が
若
干
の

土
地
を
購
入
す
る
に
至
っ
た
の
に
基
く
も
の
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
此
の
第
三
期
の
土
地
所
有
の
分
散
は
、
か
‘
‘
る
不
耕
的
小
地
主
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

増
加
に
よ
っ
て
粛
ら
さ
れ
た
も
の
で
る
ら
う
。

こ
の
期
聞
に
於
で
は
、
欧
州
大
戦
の
影
響
を
う
け
て
、
農
産
物
債
格
は
昂
騰
し
た
が
、
と
れ
に
件
ふ
て
一
般
物
僚
も
ま
た
昂
騰
し
た

か
ら
、
真
の
耕
作
者
を
利
す
る
こ
と
は
比
較
的
薄
か
っ
た
。
唯
そ
の
内
に
於
て
も
販
賓
米
を
比
絞
的
多
く
有
す
る
自
作
農
に
は
有
利

で
る
っ
た
か
ら
、
第
一
期
及
び
第
二
期
に
比
し
て
、
そ
の
淡
落
が
絞
和
さ
れ
た
が
、
未

r鎖
倒
的
に
そ
の
戸
数
を
培
加
す
る
迄
に
は

加の期間の物f賀指数によれば、穀類は大正五年 l:Z(;1、六年1:82、七年 290、 八

年358であるが、衣料品は夫々 '52、2ロト 272及こに 360であり、調味及び111敵子
品は夫々 '74、lQ8、223lJl.JJ' 294でる h 肥料は究々E円、 '54、224、12泊で

ある (11.却註 4参照)。

6) 



査
ら
な
か
っ
た
。
自
作
品
攻
小
作
農
は
樽
落
し
て
、
小
作
農
の
増
加
と
な
っ
て
現
れ
て
ゐ
る
。
併
し
米
伎
は
大
正
六
年
の
十
八
闘
去
か

ら
、
八
年
の
は
四
十
闘
志
間
に
支
で
騰
討
し
た
か
ら
、
地
下
心
的
土
地
所
有
の
採
算
が
布
利
と
な
り
、
地
主
の
七
地
所
有
慾
を
刺
戟
し
て

川
地
に
十
し
地
所
布
の
集
中
を
促
ナ
と
同
時
に
、
不
耕
的
小
地
主
の
榊
加
を
も
資
し
、

四

土
地
所
有
の
分
散
を
も
促
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
五
支
及
び
第
六
支
よ
り
し
て
、
第
四
朗
に
於
け
る
十
一
地
所
れ
の
移
動
に
就
い
て
検
討
す
る
。

第

五

衰

務
阿
川
に
川
町
り
る
排
地
而
樹
、

円
H
H
地
小
刊
地
別
排
地
戸
内
積

向
作
小
作
別
成
家
戸
数
及
び
不
俳
地
主
戸
歌
の
噌
減

判
川
V

玉
川
瑚
判
所
新
一
白

一
戸
市
・
1
鹿
よ
一
、
司

一
り
の
品
目
口
減

)
-
F
F

町一

一
口
、
主
ハ
四
一
(
一
)

一
、
八
五
七
一
(
+
)

七
、
目
安
一
(
一
)

ゴ
玉
、
=
一
六
九
一
(
一
)

一
口
、
一
石
五
一
(
十
)

一
回
、
七
五
三
(
十
)

八
、
八
三
口
一
(
十
)

一
、
一
つ
旦
(
十
)

一
ニ
、
六
九
星
(
一
)

園
、
宍
一
空
(
+
)

作

地

一

小

作

上
二
(
同

町一

ニ
一
一
、
三
七
式
一
(
+
)

丘
、
五
缶
一
二
(
一
)

二
、
完
八
一
(
十
)

穴
、
六
九
五
一
(
一
)

一一
J
五
七
一
(
一
)

一
七
、
八
三
九
一
(
一
)

一
回
、
喜
一
六
一
(
一
)

六
、
口
口
五
(
一
)

一一、
E
4
2
(
一
)

豆(一)

主ド

失

r--開-園町
fL n再 大
ケ拘 iE 
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十
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日 農

家

純

戸

数

一

白

(
向
上
)
一
(
同

戸一

五
、
八
一
ぺ
九
一
(
一
)

一一一一
J
一
八
八
十
(
一
)

一
三
、
四
元
一
(
一
)

回
、
四
四
三
(
+
)

一
一
、
九
九
八
一
(
十
)

一
五
、
三
一
言
一
一
(
一
)

司
会
三
(
十
)

三
、
一
山
一
六
一
(
十
)

一一、一つ
T

八
一
(
十
)

一
、
夫
九
二
+
)

含¥

上
)
一
(
同

問戸一

一
回
、
七
回
一
三
(
十
)

缶
、
一
一
皐
七
一
(
一
)

一
、
九
四
七
一
(
一
)

目
、
七
五
口
一
(
一
〕

唱
、
一
六
口
(
一
)

国
(
〕
七
(
一
)

七
、
五
望
一
(
一
)

三
、
八
四
一
二
三
(
一
)

九
、
一
一
旦
韮
(
一
)

九
一
一
一
(
一
)
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四
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土
地
所
有
の
年
中
と
分
散

第

六

表

第
四
十
回
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披

gg 
四

第
四
期
に
於
け
る
耕
地
所
布
肱
狭
別
耕
地
所
有
者
戸
数
の
柑
減
、
放
に
刺
地
所
有
者
総
戸
数
に
劉
す
る
刺
地
所
有
康
狭
別
各
耕

地
所
有
者
戸
薮
の
百
分
比
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折
弧
内
の
数
字
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
の
問
問
に
於
て
は
土
地
所
有
の
八
刀
枇
過
程
が
進
行
し
て
ゐ
る
ョ

と
の
官
官
賓
の
拠
出
刊
は
、
山
排
地
州
防
が
何
年
半
均
四
千
六
百
川

む
づ
っ
減
少
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
や
、
耕
地
所
む
符
戸
数
は
約
九
千
刊
百
円
づ
っ
榊
加
し
て
ゐ
る
。

と
の
事
は
上
旬
少
た
き
耐
積
の
排

地
が
よ
り
多
数
者

ω
子
中
に
印
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り

之
は
l
、
地
所
作
の
八
刀
肢
を
一
不
す
も
の
に
外
一
な
ら
な
い
。

現
に
耕
地

所
有
汗
一
戸
川
河
り
平
均
耕
地
所
有
刷
肢
も
た
正
九
年
の

一
二
川
か
ら
、
間
利
二
年
の

一
O
町
、
十
年
の

-
0九
四

ー、

t
-
-
a
〉

川

一

一

一

4
y
r
t

-
O八
四
町
へ
と
減
少
し
て
ゐ
る
。

凶
五
段
未
満
及
び
五
段
以
上

町
未
満
の
雨
過
小
ト
ぃ
地
所
布
の
み
が
榊
加
し
そ

れ
以
外
の
巾
、
犬
、
油
大
土
地
所
釘
が

-
慌
に
減
少
し
て
ゐ
る
。

此
等
の
事
貨
は
じ
い
地
所
有
の
八
月
肢
を
示
す
も
の
に
外
友
ら
左
い
c

¥:]) 

rn 
IC 

Lノ〉

JlJl 
日11

8守

、

-

三

u
-
1【
i
t
?
日

/
-
L

r
A
U
M出
合
口
カ
μ
'
H
1
t

J
-ド
弘
之

i
r
F
l
乍

K
ハ
τ
江戸、
3

t

f

J
l
v
f
1
t
i
t
i
-
y
k
d
h
y
g泊

ト
ヤ
山
戸
位
、
ノ
二
戸
、
?
?
一

F

、

，
F
A
i
t
-
-
H
U
F
l
J
r
/

』

増
加
し
て
、
小
作
農
及
び
ポ
排
地
主
戸
数
が
減
少
し
て
ゐ
る
こ
と
等
よ
り
し
て
、
此
の
明
間
に
於
け
る
よ
し
地
所
有
の
分
肢
は
、
第
三

則
と
異
な
り
、
従
来
の
小
作
農
が
池
小
土
地
所
作
を
獲
得
し
て
向
作
農
又
は
主
と
し
て
白
作
技
小
作
曲
ほ
と
な
る
と
と
に
上
り
て
、
悲

起
さ
礼
た
も
の
で
あ
る
。

大
正
九
年
の
恐
慌
以
来
、

と
の
期
聞
を
通
じ
て
農
産
物
倒
格
は
一
般
物
慣
と
時
間
一
の
漸
滞
傾
向
を
辿
り
、
殊
に
米
に
就
い
て
は

次
第
に
朝
鮮
及
び
長
湾
米
の
移
入
が
榊
加
し
て
、
内
地
米
を
腰
迫
す
る
こ
と
、
な
っ
た
。
加
ふ
る
に
ι
へ
正
六
、
七
年
頃
か
ら
趨
り
始

め
た
小
作
争
議
は
、
大
正
十
年
以
来
著
し
く
共
の
件
数
を
榊
す
と
共
に
、
4
A
L

同
問
的
に
燐
大
し
、
之
に
伴
ふ
て
小
作
料
も
次
第
に
低
下

寸
る
こ
と
k
な
っ
た
。
然
る
に
土
地
の
負
捲
す
る
公
組
公
課
は
低
下
さ
れ
た
い
か
ら
、
此
等
の
事
情
は
地
主
計
算
に
よ
る
土
地
所
有

の
探
算
を
不
利
な
ら
し
め
、

び
い
て
彼
等
の
十
地
所
有
慾
を
冷
却
せ
し
め
る
こ
と
ミ
な
っ
た
。
而
し
て
小
作
争
議
に
針
す
る
対
策
と

し
て
、
た
正
九
年
以
来
自
作
品
川
比
創
設
維
持
事
業
が
次
第
に
行
は
れ
、
た
一
止
十
五
年
か
ら
愛
林
省
に
よ
っ
て
自
作
法
創
泣
維
持
怖
助
施

七
地
所
有
の
集
中
と
分
散

1.--;.: 
ιM  

E涜

四

一正

第
四
十
四
岱

E且
7瓦

物情指般を足るに、穀類は大正九年 339、--""-，，~"It三 255、十五年 3 14、 t<fì..'iI~ 2 
78、昭和三午263であり、衣料品は夫Ar2'77、:.::::;7、均Z、223)えむと却7であゆ

調味及v'晴好品は夫々 372、330、337、318;&11山

306であり、肥料は尖々 274
216、2:[2，20工及び 184であるG

1m稿、最近に於ける小作争議の動向と小fl止法(経済論議、第42宅~1l:;5枕)参1m。

7) 

8) 
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賓.-
n 
え ゴ二
れ型

凹『る，
有

にの
至集
つ巾

7とと

か 5分f 
ら 百庶I 
、。}

+ -IC 
よ
てコ
て

第
四
十
四
巻

四
六

第

披

四
/、

一
方
地
主
の
士
地
買
却
に
拍
車
を
加
ふ
る
と
共
に
、
他
方
小
農
民
に
於
け
る
機
微

的
上
地
所
布
慾
を
満
足
せ
し
め
る
こ
と
誌
な
り
、
悲
に
土
地
所
布
の
分
散
傾
向
を
頴
著
な
ら
し
め
た
n

五

第
五
期
に
於
け
る
土
地
所
有
の
移
動
を
第
七
表
及
び
第
八
表
よ
り
検
討
し
よ
う
。

第

七

表

第
五
期
に
於
け
る
耕
地
一
附
積
、
自
作
地
小
作
地
別
耕
地
耐
街
、
自
作
小
作
別
農
家
戸
歌
及
び
不
耕
地
J
1
戸
数
の
増
減

同手九自さ
1;平均二五ん
|均五年"1-

~2p.九八七六ヲ正凶~，，-

i 竺主主主士1p土-1-二二
(ー.---
二二 +ι:十一一 !v~耕

'"-'" '"-'" '-" '- "-" "-" 10:>前地
三 石|帯年線l

宍円セヘ』そ三宍|減度而I~F
九天~ :=.. .:=:.己夫ー!)よ積l
一一 ーーニニヨヨ-"ノ、一ー刈 l

ご二字二宇土ご 13自
__ __  '--' '-' --.- "-" I I'~JI 

!Jf. 日召

干'11

T

瓜

穆

出

涼

戸

殺

，

ー

ー

ー

「

|

」

寸

1

1

1

|

「
|

|

l

「
1
1
1
1
1
1
寸
i
l
l

作
地
一
小
作
地
=
農
家
抽
出
戸
数
一
自
作
一
小
作
一
自
作
品
性
小
作

上
)
↑
(
向
上
)
=
(
向
上
)
一
(
向
上
)
一
(
同
上
)
一
(
向
上
)

町

一

町

士

戸

一

戸

-

E

一五回、四五八一(一)四己、九一
z-(
一
)
芦
、
七
一
石
一
(
一
)
入
、
占
一
二
戸
一
)
一
口
、
四
一
日
一
(
+
)

一
七
、
主
(
一
(
+
)
一
玉
、
夫
会
+
)
一
九
、
完
一
一
一
(
+
)
一
、
高
七
一
(
+
)
六
、
九
三
(
+
)

一丈、

AA--一)
三
一
、
七
四
八
一
(
+
)
一
一
五
、
五
四
一
一
(
+
)
2
一
一
一
一
一
(
+
)
五
、
九
一
一

ι

(

十
)

七
、
五
人
千
九
(
+
)
一
玉
、
七
一
三
(
+
)
回
、
五
四
旦
(
一
)
一
一
、
占
三
六
一
(
+
)
一
、
〔
)
玉
=
云
+
)

六J
豆
三
(
+
)
=
一
、
。
一
占
九
一
(
一
)
一
一
-
-
一
、
さ
一
(
一
)
九
、
一
七
九
一
(
+
)
六
五
三
(
一
)

豆
、
八
=
一
三
一
(
一
)
回
一
五
土
(
一
)
回
、
口
七
九
一
(
一
)
六
、
一
四
五
一
(
+
)
九
、
=
一
芸
一
一
(
一
)

二
回
、
七
一
言
一
(
一
)
一
一
、
園
田
一
一
(
一
)
一
一
、
回
{
〕
{
]
一
(
+
)
一
一
、
一
一
回
{
〕
(
+
)

一

、

一

一

一

旦

(

+

)

一

一

一

i~i 

耳、口五七一-(+)

二、一一旦

干:Ji
と
の
第
五
期
に
於
け
る
土
地
所
有
の
移
動
を
検
討
す
る
に
際
し
、
注
意
す
べ
き
は
、

自戸不

耕

地

二!ム扱主

戸

一

一

同

一
一
一
、
回
五
一
(
ニ
一
回
、
六
一
主

一己、吾回一一(??)一一、八八九

八
、
九
口
七
一
一
(
+
)
玉
、
口
支
一

六
、
三
八
一
↑
(
十
)
一
九
、
回
三
口

一
五
、
一
九
主
一
(
+
)
一
入
、
古
且
四

七、二八六一一(一)一目、一七五

、-d 、
c> 

(+) 
圏
、
官
圭
-

自
作
地
及
び
小
作
地
面
積
に
就
き
詳
細
な
調
賓
が
潟
さ
れ
た
結
果
、

昭
和
四
年
に
農
業
調
賓
が
行
は
れ
、
耕
地
而

四
年
度
の
数
字
に
突
然
の
礎
化
を
来
し
た
こ
と
で
る
る
。

~m稿、現下の土地問題正自作農創設卒業(終消論談、協43巻空tfき Z 披〉参照。
この農業調査の結果、 それだけ以前の数字は其り正確性聖火」、が、そ恥以前
の劃査にしても同-v，;方法ーによって行はれてゐる限骨、 これより年々のfJ卜地
jiii積の噌械に就いては略疋離に之を知るこ左が出来る。

9) 
日)



第

八

表

第
五
期
に
於
け
る
耕
地
所
有
庚
狭
別
耕
地
所
有
者
戸
数
り
脅
減
、
娃
に
耕
地
所
有
者
総
戸
数
に
封
す
る
林
地
所
有
腐
狭
別
各
緋

地
所
有
者
戸
薮
り
百
分
比
(
指
弧
内
の
数
字
)

，--・山M川町，，，----・「圃E 圃ーーーーー・『
昭

利|

耕

地

所

有

地

所

省

]制

F
E
-
-立
一

引

?

一

ι|
一

町

」

引

白

州

四

判

「

配

引

一

一

立

諒

一

γ一
課
時
-
一
↓
町
制
削
一
一
一
一
町
私
一
日
町
一
能
一
十
刷
宋
満
一
相
十
町
未
一
上

1

一
地
所
有
而

一

広

除

ー

戸

i
上

)

二

件

直

日

一

-

一

一

一

1

1
」

i
I
K
F
E
ぽ
比
巳
f
l

一

戸

一

月

一

月

一

戸

一

一
(
(
一
)
一
口
、
九
回
{
〕
一
(
+
)
一
一
、
qzzュ
一
(
十
)
耳
、
正
一
一
四
一
(
一
〕
九
、
一
戸
冨
…
「

A

邦

一

部

一

対

一

括

」

，

7
C
団六

((一口口・口口一])一

(
1
0

・六八一一一)一(二五三主())一(一七・九口一ニ)一

ー
に
、
土
品
、
叉
口
一

(
!
)
3
3一
戸
工
一
口
、
一
回
つ
一
(
一
)
凹
ぷ
一
一
七
一
、

Z
コ

(
-
U
U
山口
O
U
)

一
一
〈
正
(γ
占五五)一{一一千一一一一一副)…{一
u
o
t
ごと一，

-
M
C
K
C血

」
ハ
年
一
〈
『
寸
一
一
〔
町
民
(
十
)
(
五
口
一
一
一
一
一
一
一
(
+
)
(
ι
一
む
尚
一
(
J
r
一

一

ト

担

↑

(

一

・

0

一一一』

七
三
三
+
)
芸
一
、
九
(
+
)
一
口
、
三
二
(
十
)
一
二
、
喜
一
(
十
)
圏
、
六
一
三
一
(

寸
勾
一
戸
(
一
口
口
・
口
口
(
五
(
〕
・
六
回
五
)
一
(
一
豆
・
六
五
回
)
一
(
一
七
・
六
九
(
〕
)
一

一
一
(
一
)
孟
、
七
(
+
)
ニ
、
一
天
七
一
(
一
}
一
一
、
一
五
九
八
一
(
一
)
四
、
四
一
4
(

-
(
一
口
口
・
口
[
〕
{
五
口
・
七
百
一
一
)
一
(
一
豆
エ
ハ
五
五
)
一
(
一
七
・
均
一
苔
)
一

九
平
一
一
(
ニ
毛
、
六
(
一
)
三
二
、
一
圭
一
(
十
)
圏
、
九
九
二
(
+
)
八
一
主
(

E

S

一
一
(
一
口
口
。
口
O

(

五
口
・
一
主
ニ
)
一
合
主
・
八
八
五
と
こ
占
・
4
=
さ一

一
六
ヶ
年
平
均
一
一
(
十
)
圏
、

E
E
一
、
一
亘
(
+
)
宅
、
喜
一
(
一
)
一
、
茎
(

一

-
J

二
(
一

8
・8

(

き
・
畜
唱
。
一
豆
・
琶
亘
ヱ
(
一
亨
哲
一
酉
)
一

ー，ヴ、

. 
口
三己

-cコ
占孟

4

・コ司-

-・c
z一--hQ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
の
期
聞
に
於
て
は
土
地

従
っ
て
排
地
而
積
に
就
い
て
は
四
年
度
を
除
事
号
、
自
五
年
五
九
年
の
五
ヶ
年
平
均
を
と
る
と
と

L
1
た。

所
有
の
集
中
も
幾
分
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、

土
地
所
有
の
分
散
傾
向
が
よ
り
頴
著
で
あ
る
。

と
の
事
貨
の
根
嫁
は
、
川
耕
地
面
積
が
勾

年
平
均
コ
一
千
三
百
町
歩
づ
っ
府
加
し
て
ゐ
る
が
、
耕
地
所
有
者
戸
数
も
四
千
五
百
戸
づ
っ
附
加
し
て
ゐ
る
か
ら
、

こ
の
貼
か
ら
は
土

土
地
所
有
の
集
巾
と
分
散

第
四
十
四
谷

四
七

生存

競

四
寸コ



-
地
所
有
り
集
巾
と
分
散

山
県
四
寸
凶
巻

百五

品t

PL[ 

i'-

四
月、

地
所
有
の
集
巾
が
あ
っ
た
と
も
、
ま
た
分
散
が
行
は
れ
た
と
も
結
給
す
る
を
得
な
い
。
た
ピ
耕
地
所
有
者
一
戸
常
り
平
均
耕
地
所
有

1
5
t
、

的
判
官
，
刀

百
日
日
子
〉

H
T作
甘
い
ト
ノ
J

U

-
O四
六
町
よ
り
同
七
年
に
は

7
0三
三
町
に
漸
減
し
、
同
年
よ
り
反
針
に
漸
増
し
で
、
九
年
に
は
一
・

。
四
一
川
と
左
っ
て
ゐ
る
知
よ
り
考
へ
、
前
半
に
於
て
は
土
地
所
有
の
分
散
が
行
は
れ
、
後
中
ヤ
に
は
集
中
が
現
れ
て
ゐ
る
の
で
は
友

い
か
と
忠
は
れ
る
。

間
と
の
第
五
別
に
於
て
は
五
段
米
満
と
五
段
以
上
一
町
未
満
と
の
一
過
小
土
地
所
有
が
貫
教
に
於
て
も
比
率
に
於

るて
力通 も
ら11)士iT

加I

ゐ
-'.J 

i)TJ 
ら
や、，

そ
れ
以
上
の
た
ち
る
耕
地
の
川
布
者
戸
数
は
貫
教
h
L
於
て
も
、

じ
セ
亡
八
、
、
て
も
比
、
完
成
レ
し
亡
ゐ

」一「
i
L
H
勺

一
p
t
E
E
Z
f

一
円

之
上
り

I
地
川
釘
の
分
以
を
佐
山
正
す
る
と
と
が
川
計
取
る
t

引引と

η
削
潤
に
快
て
自
作
農
同
数
点
ι

叫
ん
千
平
均
4

J

千
四
百
戸
づ

つ
一
似
ゆ

2

し
て
ゐ
る
の
に
、
自
作
袋
小
行
設
及
び
小
作
農
は
夫
々
二
千
六
百
戸
及
び
二
千
二
百
戸
づ
っ
増
加
し
て
ゐ
る
。
之
は
農
業
恐

慌
に
よ
っ
て
向
作
農
の
幾
分
が
自
作
品
波
小
作
農
又
は
小
作
農
に
叫
落
し
た
と
と
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
然
る
に
耕
地
耐
積
に
就
い

二
下
二
百
川
歩
及
び
二
千
百
町
歩
づ
っ
増
加
し
て
ゐ
る
。

も
、
政
府
の
行
ふ
自
作
農
創
設
事
業
に
よ
り
、
昭
和
四
年
よ
り
八
年
に
五
る
五
ヶ
年
聞
に
、
勾
年
平
均
七
千
四
百
町
歩
の
自
作
耕
地

の
増
加
を
粛
し
て
ゐ
る
新
よ
り
考
八
、
こ
の
期
間
に
於
け
る
白
作
品
斌
小
作
農
の
増
加
は
、

て
は
、
自
作
地
も
小
作
地
を
夫
々

と
の
附
事
震
は
ゆ
見
矛
盾
す
る
が
如
き

一
部
分
は
白
作
農
の
陣
治
に
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、

一
部
分
は
従
来
の
小
作
農
が
若
干
の
耕
地
を
購
入
し
て
自
作
品
就
小
作
人
に
向
上
し
た
の
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
結
よ

り
す
る
も
士
地
所
有
の
分
散
が
明
で
あ
る
。
叫
こ
の
期
聞
に
於
て
は
一
町
歩
以
上
を
所
有
す
る
、
耕
地
所
ム
何
者
戸
数
は
線
て
減
少
し

て
ゐ
る
に
拘
ら
や
、
不
緋
地
主
戸
数
が
毎
年
四
千
三
百
戸
づ
っ
増
加
し
て
ゐ
る
。
之
は
農
業
恐
慌
に
よ
り
窮
乏
せ
る
自
作
又
は
中
小

地
巨
の
手
離
せ
る
耕
地
が
、
農
業
担
問
以
外
の
人
々
(
不
耕
小
資
本
家
的
土
地
所
有
者
)
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
の
に
よ
る
も
の
で
あ
ム
。

昭
和
問
・
五
年
の
一
農
業
恐
慌
に
よ
っ
て
諜
産
物
慣
絡
は
激
蒸
し
、

工
業
品
供
怖
と
の
間
に
所
謂
鍬
欣
債
格
差
を
芯
起
し
、
ま
た
剛
一
ι

耕地所有戸裁が減少しでも、 少数者の=1地獄!日が昂![若であれば、反って土地
所布の集中が現はれるであらう。併し現存の統計詐料よ町しで直接之を知る
を符ない。第五期に於ける諸事情より判断し・て、 rjl及び大耕地所有者戸数の
減少よりして、主事ろ土地所有の分散を結論ナべきで島らう。
拙稿、現下の土地問題と自作農創設卒業参照u

rl.1小不耕地主戸数の減少は、恐慌針策として自作， (~~::11::するに至ったことによ

)
 

--
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家
の
負
捲
す
る
公
租
公
課
の
同
定
性
の
た
め
、
農
家
の
牧
支
均
衡
を
破
り
、
自
営
農
民
や
中
小
地
主
の
窮
之
を
惹
起
し
た
。
殊
に
内

地
米
に
就
い
て
は
、
外
地
米
の
腰
迫
が
愈
々
加
は
る
と
共
に
、
小
作
争
議
も
愈
々
横
大
す
る
こ
と
L
な
っ
た
の
で
、
大
地
主
の
土
地

所
有
慾
を
冷
却
せ
し
め
、
之
に
よ
っ
て
土
地
所
有
集
中
の
勢
を
阻
止
し
、
同
時
に
政
府
の
行
ふ
自
作
農
創
設
事
業
と
も
相
倹
っ
て
、

反
っ
て
土
地
所
有
の
分
散
を
貸
す
こ
と
、
な
っ
た
。
併
し
昭
和
八
年
十
一
月
上
り
寅
施
さ
れ
た
米
裂
統
制
法
に
よ
る
、
米
債
の
上
昇

に
加
ふ
る
に
最
近
に
於
け
る
低
金
利
の
趨
勢
は
、
地
主
計
算
に
よ
る
土
地
所
有
の
採
算
を
幾
分
有
利
及
ら
し
め
、
之
に
上
っ
て
一
方

不
緋
小
資
本
家
的
地
主
の
増
加
に
よ
り
土
地
所
有
の
分
散
を
濁
し
、
他
方
銀
行
地
主
の
問
現
に
よ
り
寸
地
所
布
の
一
集
中
傾
向
も
若
干

明
は
れ
て
ゐ
る
。

.... ，、

以
上
に
よ
っ
て
明
治
四
十
一
年
以
来
の
土
地
所
有
の
移
動
に
就
い
て
考
察
し
た
。
之
を
綜
合
す
れ
ば

一
第
一
期
及
び
第
二
期
に
於
て
は
土
地
所
有
の
集
中
を
貸
し
、
第
三
期
に
於
て
は
土
地
所
有
の
集
中
と
同
時
に
不
耕
的
小
地
主
へ

の
土
地
所
有
の
分
散
が
行
は
れ
、
第
四
期
に
於
て
は
主
と
し
て
土
地
所
有
の
分
散
が
進
行
し
、
第
五
期
比
於
で
は
土
地
所
有
の
分
散

と
共
に
ま
た
集
中
も
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
分
散
傾
向
の
方
が
よ
り
顕
著
で
あ
る
。

小(二)
作か
料 L

牧る
1内 .i-.
の;地
;jC所
安有

、(!)

移
動
t;t 

農
産
物
債
格

一
般
物
償
、

土
地
所
有
の
擦
ふ
公
租
公
課
、
小
作
料
の
高
さ
、
小
作
争
議
に
件

一
般
令
村
の
高
低
等
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
土
地
資
本
の
利
也
の
如
何
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
事
は
地
主
の
場
合
に
於
て
最
も
よ
く
受
賞
す
る
。
然
る
に
自
ら
耕
作
に
従
事
す
る
自
作
農
民
に
於
て
は
、
自
家
持
力
の
働

き
場
所
と
し
て
、
ま
た
共
の
家
族
の
扶
養
場
所
と
し
て
土
地
を
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

土
地
購
入
の
地
憤
評
債
に
際
し
て
は

土
地
所
有
の
集
中
と
分
散

第
四
十
四
巻

第

競

四

iu 

四
九

つでも促されてゐる。
この傾向主示す一事例としては、高!時欽一氏、稲作地帯に翻る農村色 (農業
主級済、第3各第5量的参照。蓋では秋田勝和1'1ι地帯で何故に耕地が農村外在住
の小資本家的土地所有者に!臨入されるかを論じてゐる。
措保涜れ'"土地が銀行に集中すると止によりて惹起する銀行地主の出現也此
D集中過程を示すー傾向である。長瀬勢氏、長!*H~需に於ける銀行土地所有場

14) 

15) 



土
地
所
有
の
集
中
と
分
散

第
四
十
四
巻

王

O 

第

競

五

O 

出
掛
々
そ
の
利
細
か
ら
出
張
せ
や
、
之
に
よ
っ
て
一
般
農
民
と
し
て
の
生
活
水
準
さ
へ
維
持
さ
る
れ
ば
、
利
潤
や
村
山
』
貨
の
一
部
さ
へ
放

棄
す
る
と
と
を
敢
て
解
せ
な
い
。
従
っ
て
小
農
民
は
地
主
的
計
算
を
以
て
す
れ
ば
、
就
に
採
算
の
と
れ
左
い
揚
合
に
於
て
も
、
土
地

を
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
L

る
事
情
に
よ
つ
で
、

す
る
も
の
で
あ
る
。

W
S
L
r
E
 

御

別

』

T'
叫
哨
。
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(A) 

土
地
所
有
の
分
散
を
促
す
と
共
に
、
他
方
土
地
所
七
刊
の
集
中
を
著
し
く
防
止
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，上十 i
天 王E 戸 sIT1一回

巴
我
聞
に
於
て
は
土
地
所
有
の
集
中
が
行
は
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
農
業
経
営
の
集
積
を
件
は
た
い
の
が
普
通
で
る
る
。

在
る
土
地
所
布
の
集
中
は
農
業
生
産
力
の
増
大
に
寄
興
す
る
所
少
友
く
、
従
っ
て
、

か
L
る
間
早

ま
た
土
地
所
有
の
集
中
そ
の
も
の
L
蓮
度
を
も

λ

人・九一

大の傾向(帝園陸合報昭和十年三月)参照。その他日本糊業銀行及び農工銀行
の所有耕地も帯;たの傾向にある。例へば昭和=竺年 jo斗切lに於ける日本勧業銀
行の所有田畑而積は合計 198町歩に過ぎなかった・ド、昭和十一年上牛期には
1，218 町歩に帯加してゐる。



白
か
ら
絞
漫
な
ら
し
め
る
。

印
ち
前
表
に
よ
る
も
、
過
去
二
十
二
年
聞
に
、
中
地
主
及
び
大
地
主
の
数
は
反
っ
て
減
少
し
て
ゐ
る
か
ら
、
土
地
所
有
の
集
中
の

傾
向
は
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
勉
め
て
綬
浅
町
し
あ
る
。
ま
た
此
の
期
間
に
自
作
農
地
に
就
い
て
は
僅
に
四
・
二
%
、
自
作
農
戸
数

に
就
い
て
は
僅
に
五
・
一
%
の
減
少
を
示
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
さ
れ
ば
一
抵
の
論
者
の
主
張
す
る
如
く
、
自
作
農
が
急
激
に
淡

市
消
し
て
、

土
地
所
有
の
集
中
を
込
蓮
に
促
進
す
る
が
如
き
と
と
は
決
し
て
起
ら
な
い
。
さ
れ
ば
今
後
の
士
地
政
策
と
し
て
は
、

方

小
作
法
の
制
定
に
よ
っ
一
」
、
耕
作
権
の
確
立
と
小
作
料
の
公
正
化
冒
と
を
附
り
、
開
放
的
に
土
地
所
有
の
集
中
傾
向
を
阻
止
寸
る
と
共

に
も
他
方
大
問
脱
皮
る
自
作
民
側
試
事
業
九
年
一
行
ひ
‘

自
作
民

ω
増
加
ド
ト
山
野
め
、
合
川
叫
的
な
る
探
算
P
P
M
J
」
小
民
民
の
土
地
所
有
慾
を

満
足
吐

L
託、

之
に
よ
っ
て
土
地
川
町
と
絞
れ
山
と
を
結
合
午
、
し
め

以
て
山
町
K
4
一
六
生
河
川
力
の
哨
濯
を
刷
巳
芯
叫
り
れ
ば
芯

h
h
k
ぃ。

四
今
後
、
此
等
の
七
地
政
策
h

ザ
一
確
立
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
先
づ
土
地
所
有
の
移
動
を
詳
細
に
調
後
し
、
以
て
政

策
樹
立
の
根
嫁
と
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
れ
ば
今
日
の
農
事
統
計
を
よ
り
完
備
し
て
、
耕
地
所
有
股
狭
別
に
よ
る
耕
地
所
有
者

戸
数
の
外
に
、
各
階
級
の
所
有
す
る
所
布
耕
地
問
積
を
も
表
示
し
、
ま
た
同
時
に
自
作
、
小
作
及
び
自
作
品
札
小
作
に
大
別
し
た
耕
作

副
積
成
狭
別
戸
数
、
世
に
自
作
及
び
自
作
袋
小
作
に
大
別
し
た
耕
地
所
有
心
山
積
庇
狭
別
戸
数
を
も
表
示
す
こ
と
t
h

し
、
之
に
よ
っ
て

土
地
所
有
の
移
動
傾
向
を
一
居
味
か
な
ら
し
め
る
と
と
が
肝
要
で
あ
る
。

土
地
所
有
の
集
中
と
分
散

第
四
十
四
巻

五

策

強

王ζ


